
2004 小児外科業績  

(Ａ)原著論文 

(Ｂ)学会発表 

＜国内学会＞ 

 宇野武治、江上聡、河原崎秀雄、横森欣司：膵頭部背面後腹膜原発神経芽細胞腫の１例. 第 41 回日本小

児外科学会総会. 大阪. 2004年 6月 4日. 

 宇野武治、横森欣司、大植孝治、小田嶋貴之：直腸盲端穿刺ドレナージを行った鎖肛の２例. 第 39 回日

本小児外科学会関東甲信越地方会. 東京. 2004年 10月 30日. 

 江上聡、宇野武治、横森欣司：左腎原発明細胞肉腫の 1例. 第 1回 JWiTS登録研究会. 東京. 2004年 2月.  

 大植孝治、横森欣司、宇野武治、小田嶋貴之、田中亨： 腫瘤を形成した虫垂放線菌症の１例. 第 39回日

本小児外科学会関東甲信越地方会. 東京. 2004年 10月 30日. 

 小田嶋貴之、横森欣司、大植孝治、宇野武治：胎児画像診断で発見された右副腎嚢胞性病変の１例．栃木

県小児外科カンファレンス. 壬生町. 2004年 9月 20日. 

 小田嶋貴之、横森欣司、大植孝治、宇野武治：胎児画像診断で発見された右副腎嚢胞性病変の１例．第 14

回小児外科症例検討会. 東京. 2004年 9月 25日. 

 鈴木寛正、桑田知之、大口昭英、渡辺尚、矢田ゆかり、高橋尚人、江上聡、横森欣司、松原茂樹、鈴木光

明：出生前診断した先天性胆道拡張症(総胆管嚢腫)の 3 例. 第 41 回日本周産期・新生児医学会. 福岡. 

2004年 11月 21日.  

 閔正華、杉山久彦、有田通恒、横森欣司、逸見仁道：ヒト神経芽腫細胞株における doxorubicin による

caspase-3活性誘導能の検討. 日本癌学会. 福岡. 2004年 9月 29日-10 月 1日. 

 横森欣司：日本ウィルムス腫瘍スタディグループ（JWiTS）の活動状況と今後の展望について. 第 10回西

日本小児がんセミナー. 京都. 2004年 2月 14日. 

 横森 欣司、尾花和子、田中裕次郎：こうして小児鼠径ヘルニア再発はなくなった：一小児外科施設にお

ける 27年間のヘルニアとの闘い(ビデオ). 第 2回日本ヘルニア研究会. 東京. 2004年 5月 8日. 

 横森欣司、尾花和子、山岸文範：女児再々発鼠径ヘルニアに対する腹腔鏡下根治術(LAP-PPVC)の経験（ビ

デオ）. 第 2回日本ヘルニア研究会. 東京. 2004年 5月 8日. 

 横森欣司、橋本大定、星野高伸：小児外科における吊り上げ式腹腔鏡下手術の現状. 第 14 回吊り上げ法

手術研究会. 川越. 2004年 5月 21日. 

 横森欣司：日本ウィルムス腫瘍スタディグループ（JWiTS）の活動状況と今後の展望について. 栃木県母

性衛生研究会. 宇都宮. 2004年 5月 29日. 

 横森欣司：日本ウィルムス腫瘍スタディグループ（JWiTS）の活動状況と問題点. 第 12回栃木県小児癌研

究会. 壬生町. 2004年 7月 3日. 

 横森欣司：二重結合体児の治療経験について. 栃木県整形外科医会 研修会. 小山. 2004年8月26日. 

 横森欣司：二重結合体児の治療経験について. 周産期医療研修会. 南河内町. 2004年 9月 22 日. 

 横森欣司：日本ウィルムス腫瘍スタディグループ（JWiTS）の活動状況と問題点. 第 21 回北陸小児癌症

例検討会. 金沢. 2004年 9月 25日. 



＜国際学会＞ 

 Uno T, Miyamoto Y, Yamamoto H, Li  XK, Yokomori K, Kawarazaki  H：Pharmacokinetic and 

immunosuppressive effects of tacrolimus-loaded biodegradable microspheres. International Liver 

Transplantation Society 2004 Annual Meeting.  Kyoto, Japan. 2004 年 6月 9-12日. 

 

(Ｃ)著書・総説 

 大植孝治、窪田昭男、西川正則：そこが知りたい小児の肝･胆道疾患  肝臓腫瘤をみつけたときの確定診

断のアプローチは?．小児内科 36(8)：1228- 1229, 2004. 

 窪田昭男、川原央好、奥山宏臣、大植孝治、 田附裕子、田中夏美、上仲永純：膵･胆管合流異常のトピッ

クス  分流手術と手術合併症および予後．小児外科 36(4)：501-506, 2004. 

 福澤正洋、越永従道、樋之津史郎、岩川眞由美、横森欣司、秦順一、金子安比古、堀江弘、麦島秀雄、野

崎美和子、恒松由記子、豊田恭徳、北野良博：Wilms腫瘍の治療．小児科診療  67(4)：621-626，2004. 

 横森欣司：あとがき 「重症心身障害児に対する外科的治療の実際」.  小児外科 36(2) ：272,  2004. 

 横森欣司：編集後記  日本臨床外科学会雑誌 65(5) ：1530,  2004. 

 横森欣司：あとがき 「わが国における再生医療研究の現況」 36(11) ：1456,  2004. 

 

(Ｄ)その他 

 横森欣司：ラジオ講演 小児鼠径ヘルニア、陰嚢水腫、臍ヘルニアの手術適応. ラジオ NIKKEI  2004

年 10月 6日. 

 横森欣司：座長 一般口演：漏斗胸. 第 41回日本小児外科学会総会. 大阪. 2004年 6月 4日. 

 横森欣司：座長 主題口演：日常よく遭遇する小児外科疾患とその対応. 第 66 回日本臨床外科学会総会. 

盛岡. 2004年 10月 13日. 

 横森欣司：小児外科診療における創意と工夫. 2004 年度全竹中開発改善大会 基調講演. 東京. 2004

年 10月 14日. 

 横森欣司：座長 ポスターセッション：Wilms 腫瘍２. 第 20 回日本小児がん学会総会. 京都. 2004 年

11月 21日. 

 横森欣司：学童期に起こりうる小児外科疾患について. 2004 年度全竹中開発改善大会 基調講演. 蕨. 

2004年 12月 4日. 

 


